
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協
会の交流事業推進につきまして、日頃か
ら皆様には格別のご理解、ご協力をいた
だき心より厚く御礼申し上げます。
　さて、本協会は2014年度も関係者の
皆様方の多くのご協力をいただき、留学
生派遣などの事業を計画どおり実施する
ことができました。
　今年度は、酪農研修コースの２名を
2014年４月よりオールズカレッジに派
遣いたしました。昨年と同様、派遣前の
英語研修を大学内で行い、カナダ到着後
約２週間の研修を受けたのち酪農実習に
入りました。今年度は、オールズ近郊の
酪農家と肉牛農家で実習を行いました。
酪農実習を終えて、９月よりオールズカ
レッジの授業に参加しています。2015
年度は研修の開始時期を４月から９月に
変更したこともあり、残念ながら応募者
がいませんでした。今後、研修内容の広
報と周知を図りながら、意欲ある留学生
の確保に努めてまいりたいと考えており
ます。
　振り返りますと、2014年は御嶽山の
噴火や集中豪雨などの自然災害の脅威を
再び覚えさせられた１年でした。被災さ

れた方々のなかにはいまだに元の日常生
活を取り戻すことができずにいる方も少
なくないと思います。一日も早く元のよ
うな平穏な生活に戻れることを祈るばか
りです。
　一方明るい話題としてまず思い出され
ることは、青色発光ダイオード（LED）
の開発・研究の業績により、３名の日
本人研究者の方がノーベル賞を受賞し
たことでしょう。このノーベル受賞は、
2014年でもっとも明るい話題となり、
若い人たちに自信と希望を与えてくれま
した。
　さて、酪農は引き続き厳しい状況が続
いております。飼料などの生産資材や燃
油の価格は高騰したまま高値推移が続い
ています。また離農農家は依然として多
く、担い手の確保は思うように進んでお
らず、生乳やバターの不足に象徴される
ように酪農産業の規模は縮小さえしてい
るように感じられます。今後、酪農を持
続的に発展させるためには、関係機関が
総力を挙げて、山積みされた課題の解決
に取り組まなければならないところです。
　2015年10月には安平町で全日本ホル
スタイン共進会が開催されます。2010

年に開催予定であった前回大会は口蹄疫
の発生等の影響により中止になりました
ので、10年ぶりの開催となります。当
協会は今回の共進会を酪農が元気を取り
戻す好機として、関係機関のご協力とご
支援をいただきながら、いくつかの行事
を計画しております。その一つが長野県
佐久市出身の美術家・川村吾蔵展の開催
です。川村吾蔵はアメリカのホルスタイ
ンのツルータイプを最初に作製したこと
で知られています。川村吾蔵が制作した
ツルータイプを展示し、多くの方々にホ
ルスタインの改良の歴史を知っていただ
こうと考えております。また、カナダか
ら若手酪農家で新進気鋭のジャッジマン
を招聘して、毛刈り、リーディング、ジ
ャッジの技術研修会も開催する予定であ
ります。多くの方々、特に若手後継者や
酪農に大きな夢を抱いている若い人たち
の貴重な勉強になれば幸いであると考え
ています。
　当協会は今年度も日本酪農の発展のた
めに微力ながらその一端を担ってまいり
たいと考えておりますので、今後とも一
層のご支援とご協力をよろしくお願い申
し上げます。

全日本ホルスタイン共進会の
開催の年にあたって

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　麻田　信二
（学校法人　酪農学園理事長）
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平尾和義先生　表彰歴

平尾和義前会長が旭日中綬章受章
　2000年から2007年まで本協会の会長を務めた平尾和義先生が、長年にわ
たる私学振興への顕著な功績が認められ、2014年秋の叙勲で旭日中綬章を
受章しました。
　11月10日に、国立劇場において、下村博文文部科学大臣から勲章が伝達
され、その後、皇居において勲章を着用して天皇陛下に拝謁しました。12
月16日には、ホテルガーデンパレス札幌で祝賀会が開催されました。

【ご功績の紹介】
　先生は、北海道大学大学院獣医学研究科修士課程を修了後、北海道におい
て浜中町農業共済組合家畜診療所を始めとして根室生産連根室中央家畜人工
授精所等で活躍され、地域の家畜の診療・改良増殖に指導的な役割を果たさ
れました。
　その後、酪農学園の設立の趣旨と経緯、即ち寒地農業（酪農）の確立を目
指した三愛精神（神を愛し、人を愛し、土を愛す）に基づく実学教育による
健土健民（有機農業に拠る循環農法＝酪農）の理想に共鳴・賛同し、学園創
設者達と共に先生の専門分野である「家畜繁殖学」を活かし、長きに亘りそ
の中枢にあって一貫して高等教育を中心に私学教育の実践・充実・発展に心
血を注ぎ、現在の酪農学園の教育・研究体制、内容を築き上げました。
　酪農学園の現在に至る80年の歴史、私立学校としてのその充実・発展の歴
史は先生の尽力に負うところ極めて大であり、揺るぎないものとなっています。

【専門分野における功績】
　先生の専門分野は「家畜繁殖学」であり、多数の論文等を発表してきました。
研究成果の一部として、62年度日本学術振興財団オーストラリア国際研究
員に採用され、オーストラリア科学アカデミーの招聘を受けて研究課題「家
畜精子の成熟並びに老化過程における生理化学的変化に関する研究」をシド
ニー大学他３大学１関係機関で講演するなど、わが国家畜増殖の実際的技術
に対しても大きな貢献をしました。
また、後進の指導育成はもとより、家畜繁殖学会等の評議員、家畜繁殖技術
研究会等の理事の要職を担う一方、1988年からは北海道家畜人工授精師協
会会長として北海道の酪農畜産の発展に大きく貢献され、その卓越した技術
と見識から、2000年からは社団法人日本家畜人工授精師協会（現在は一般
社団法人）副会長、さらに2005年５月からは同協会会長の要職を担い、日
本全体の酪農畜産の発展に大きく貢献しています。

【本協会における先生のご功績】
　先生は、2000年に本協会の会長に就任された後、７年間にわたり、協会
の中心人物として、時代の変化や社会の要請に対応する指針を積極的に示し、
協会の拡充・進展に大きく尽力されました。オールズカレッジやアルバータ
大学への研修生派遣や、アルバータ州をはじめとするカナダの各州から専門
技術者を招聘して開催する海外農業技術セミナーを通じ、北海道とカナダに
おける酪農の振興と両国民の親善交流に多大な貢献を果たされました。

1965年 7月　農林大臣賞 （家畜診療技術発表論文）
1994年10月　日本家畜人工授精師協会表彰 （授精業務の発展・改良増殖貢献）
1998年11月　北海道社会貢献賞 （私学教育功労）
1998年11月　日本不妊学会功労評議員証授与 （学会運営功績）
1999年 3月　宇都宮賞 （酪農指導貢献・宇都宮仙太郎翁顕彰会）
2014年11月　秋の叙勲　旭日中綬章授章 （私学振興功労）
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酪農学園大学　　　　　　　
　獣医学群　　　　　　　　
　獣医保健看護学類１年　　

◦ 山田　芽吹
　８月19日から９月17日までの約１ヶ月
間、カナダのエドモントンにて本場の英語を
堪能してきました。すべてのアクティビティ
は楽しくためになるものばかりでした。特に
Edmonton Human Societyは本当に素晴ら
しいところでした。日本にもあってほしい施
設です。後半の２週間は授業中に日本語を話
す機会はほとんどなく、いろいろな国の人達
といろいろな文化を感じながら英語を学ぶこ
とができました。クラスメートと過ごしたの
はたった２週間でしたが、別れは悲しくて、
忘れられないクラスメートとなりました。ホ
ストファミリーの
マービスもとても
いい方でとっても
お世話になりまし
た。今回カナダに
行かせてもらって、
視野が広がり私自
身成長できたよう
な気がします。

酪農学園大学　　　　　　　
　獣医学群　　　　　　　　
　獣医学類１年　　

◦ 勝田　遥香
　私は英語が好きで上達したいと思っていた
ので、この研修に参加しました。
　酪農学園大学の学生４人だけの英語クラス
では、一人一人が英語を話す機会がたくさん

あり、とてもいい英語の勉強をすることがで
きました。
　レベル別に分かれた英語のクラスでは、多
くの国の人たちと授業を受けることで、様々
な文化や考え方の違いを知れて、楽しく、刺
激的な時間を過ごすことができました。
　ホームステイ先の家族は日本が好きだった
ので、日本の話をしたり、子供たちと遊んだ
りして毎日楽しく過ごしました。
　多くの国の人と友達になれ、ロッキー山
脈などカナダの自
然を満喫できたア
ルバータ大学夏季
研修に参加してよ
かったです。これ
からも英語の勉強
を続けて、世界中
の人たちとつなが
りたいです。

酪農学園大学　　　　　　　
　獣医学部　　　　　　　　
　獣医学科６年　　　

◦ 足立亜沙美
　カナダでのホームステイは料理好きで理科
の先生だったホストマザーと、語学教師だっ
たホストファザーでとても恵まれていまし
た。食事やティータイムが毎日楽しみで、ずっ
とおしゃべりしていました。
　語学の授業の
ほ か にAnimal 
Science学部の
授業に参加した
のもいい思い出
です。授業を中

断してのディスカッションなど、カナダ人大
学生の授業を受ける姿勢に刺激を受けまし
た。
　帰国後、下手くそな英語を話すことに抵抗
がなくなりました。留学の目的でもあった語
学能力はあまり改善していないかもしれませ
ん。しかし代わりに間違えてもいい、伝われ
ばいい、声に出さなければ伝わらないという
ことを学びました。留学後、自然と英語を話
す機会が増えました。

酪農学園大学　　　　　　　
　農食環境学群　　　　　　　
　環境共生学類３年　　　　　　　

◦ 佐々木亜文
　私にとって初めての海外渡航がこの留学
だったため、貴重な経験ができとてもよかっ
たです。海外で現地の人たちと聞いたり話し
たりすることすべてが新鮮でした。留学に行
く前の私は、英語が話せないし、外国の人が
少し怖かったので外国の人を見たら話しかけ
られないように避けていたのですが、留学を
通して外国の人と積極的に関われるようにな
りました。僕が道に迷って拙い英語で行き方
を教えて下さいというと、カナダの人々はそ
の拙い英語の意味を一生懸命汲み取って教え
てくれようとしてくれました。私は日本で話
しかけられないようにしていた自分が情けな
いと思いました。これからは私が日本で外国
の方々の助け
になれるよう
頑張りたいと
思います。

佐藤貢・雪印乳業─酪農学園・アルバータ大学奨学金
　2014年度は派遣奨学生として４名が選ばれ、集中英語研修コースに派遣されま
した。
　アルバータ大学エクステンション学部ELPスペシャルプログラムコーディネー
ターのマイケル・ビオラ氏が６月17日（火）に来日し、派遣前ガイダンスとして、
アルバータ大学の紹介と研修のスケジュールについて説明してくれました。
　出発に先立ち、2014年８月６日（水）に奨学金授与式が行われ、麻田会長から
奨学金と奨学金証明証が授与されました。
　４名の奨学生は８月19日（火）に日本を出発し、集中英語授業のほか、動物保護、
畜産学、環境保護など専門分野のアクティビティに参加し、９月17日（水）に無事
帰国しました。2015年１月７日（火）には、酪農学園大学エクステンションセン
ターが主催した「カナダ・アルバータ州留学・研修報告会」において、在学生に対し、
研修成果を報告しました。

【研修レポート】アルバータ大学・短期集中英語研修報告

写真：派遣前ガイダンス
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第41回オールズカレッジ派遣留学生からの便り

（報告書８月分より抜粋）
　今月私がお世話になった実習先は、Van Der Sluijs Dairyさんで
す。過去に村上奈津美さんが実習した牧場なので、これで酪農学園
大学の学生を受け入れるのは２回目になります。牧場の概要として
は、フリーストール牛舎で経産牛約155頭、未経産牛と子牛合わせて
約100頭。搾乳は、パラレルパーラー（搾乳を後ろからするタイプ）。
哺乳は、生乳を与えています。実習期間は、４月25日〜８月29日の
127日間。休みは週に１回でした。
　ここからは、各月の報告を簡単にしたいと思います。
５月…実習が始まってすぐだったので１番注意をされた月です。本当
にBOSSが怖かった思い出があります。また、いろんな人に出会った
月でもあり、日本と違うところを発見する日々でとても新鮮でした。
６月…この月は、Breakfastという牧場で酪農について知りながら朝
食を食べようというイベントがありました。１つの牧場にどれだけの
人が関わっているか、どんな餌や機械を使っているかなど酪農をよく
知らない人たちにわかりやすく教えるためにアルバータの酪農家や獣
医、アルバータミルク（日本でいう酪農連盟や農協です）が開催しま
した。今年の担当が実習先のVan Der Sluijs Dairyさんでした。
７月…日本と同じで夏の暑い日が続くようになった月です。そして、
牧草やコーンが大きくなった月です。そのため、この月は牛の餌であ
るグラスサイレージづくりを行いました。使用する草はアルファル
ファで、栄養価の高いマメ科の牧草です。さすがカナダという感じ
で巨大な機械とトラックを使ってどんどん収穫して行きます。朝から
ずっと休みなくバンカーに詰めていき２日かけて完成させました。
８月…集大成の月なので、一番苦労した月です。仕事も最もハードで、
今まで２日かけても終わらない仕事を半日や１日で終わらせなけれ
ばならないことが多く大変でした。それでも、３ヶ月間の努力は無
駄じゃないと思えたので、大変だったけども楽しかったです。
　４ヶ月間を振り返っての反省は、やはり英語です。話すことも書
く事もできない状態で実習を始めたため、受け入れ農家さんには本
当に迷惑をかけたと思います。そして、最後まで満足に英語は話せ
ませんでした。話したくても言葉が分からず、聞きたくても単語が
分からずの手探り状態が続きました。最終日にPabloさんから、「仕
事は問題ないが、英語ができなくて残念だった」と言われてしまっ
たことは、実習がよ
かっただけに本当に残
念でした。これからも
心配ではありますが、
今月からは学生なの
で、気持ちを切り替え
て今度は勉強にしっか
り力を入れていきたい
と思います。

（報告書10月分より抜粋）
　私が住んでいるオールズでは雪がちらつく日が増えてきました。
10月は多くの行事があったので順番に報告していきたいと思います。
まず10月３日から５日の３日間、オールズにてカウショーが開催さ
れました。町は大きくないのでショーもそれほど規模の大きいもの
ではないと思っていましたが、とても貴重な体験ができた素晴らし
いショーでした。私が夏季の間に実習していたNorthline Angusは
レッド３頭、ブラック３頭の合計６頭のアンガスをショーに出しま
した。私はもともとその日程の間は講義がなかったので、朝から夜
までショーに向けての牛のコンディションをベストにするための仕
事との補助を行っていました。受賞手前までレッドは進出したので
すが、受賞にはならず悔しかったです。しかし、ブラックアンガス
の部門でグランドチャンピオンとリザーブチャンピオンのダブル受
賞をすることが出来ました。この時の嬉しさは今でもついこの間の
様に思い出します。毎日の作業の積み重ねがショーで結果になる素
晴らしさを知ることが出来ました。親方は仕事の関係でショーには
来ていなかったのですが、親方の父と妹は大喜びでとても嬉しそう
でした。「毎日暑かったのに夏の間本当にありがとう！タケルのおか
げだよ！」と言われ、本当に嬉しかったです。
　中旬にはクラストリップがあり、ビール工場やAGLCというアル
バータ州全てのアルコールの配送を管理している施設に訪れました。
普段なかなかクラスメートの話す機会がない私にとっては非常に楽し
かったです。ビール工場はアメリカンラガーを製造している工場で、
日本でもなじみのあるバドワイザーとバドライトを主流に生産してい
ます。勿論会社はアメリカブランドなのですが、北米でも人気がある
ためアルバータ州に工場を所持しているとのことです。製造の工程も
糖化から熟成、容器詰めそして出荷とビールができてから出荷までの
過程を見学することが出来ました。日本のビール工場のように見学用
のコースがあるわけではなかったので、製造の裏側まで見ることがで
き勉強になりました。日本の設備に比べて形が違うのは耐震に対す
る強度が日本では必要だからだそうです。英語で質問することは私に
とっては大変ですが、親切に教えてもらい質問してよかったと思いま
した。最後には出来立てのビールをクラスメートと飲むことができ、
とても充実した一日を過ごすことが出来ました。

加藤　　利
酪農学園大学
　酪農学部  酪農学科４年

木村　俊貴
酪農学園大学
　酪農学部  酪農学科
　2013年度卒業
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町村末吉氏を偲んで

　アルバータ交流生の受入農家として、また2000年から2007年まで副会長として、本
協会設立時から長きに亘り協会の維持、発展に貢献された町村末吉氏（90）が、2015年
３月２日にご逝去されました。協会事務局一同、ご生前のご尽力に深く感謝し、謹んで
哀悼の意を表します。
　故人を偲び、本協会40周年記念誌にご執筆いただいた原稿をここに掲載いたします。

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会40周年記念誌【2013年６月26日発行】より抜粋

　北海道アルバータ酪農科学技術交流
協会の40年の貴重な歩みに心より敬
服讃辞を送ると同時に、1973年佐藤
貢翁が国際会議出席の折、アルバータ
の農務次官の話に感動され、早速アル
バータを訪ね多額の私財を投じて蒔か
れた種子が今も連綿と続く事の意義の
深さを泌々と感じています。十年誌、
二十五年誌を改めて拝見して、翁の偉
大なる足跡を忘れてはならぬ思いま
す。又翁をお助けした方々も今は他界
され一抹の寂しさを禁じ得ません。
　私は設立当初より理事として永く翁
の御活躍を拝見し、また学園の為に御
尽力されるお姿に心酔し、私の人生に
とり貴重な存在の方でありました。
　私は第３回目の研修生、トロント市
出身のジェームス・デビン（Jamus 
Davin）君を昭和52（1977）年１年
間預かり生活を共に致しました。私も
昭和27年ウイスコンシン州の牧場で
３年半厄介になり多くの事を学びまし
たが、当初は言葉も不自由で迷惑をか
けながらも、温かい指導をうけた事か
らデビン君も同じ立場であろうと思い
少しでも役立てようと心掛けた事を思
い出します。昭和48年カナダを訪ね
た折、彼はトロントの実家に戻り、ス

プリンクラーの会社に勤めているとの
事で、１泊させて頂いた事があり、そ
の後交流も途絶えたが36年後の今も
活躍している事と想像しています。
　私のアルバータ州の記憶は酪農先進
地オンタリオ州より急速に発展してい
るとの事でジャパンホルスタインブ
リーデングサービスの種牛購入で訪れ
た事、又江別姉妹都市（オレゴン州）
を訪れた折、２泊３日の旅で訪れ、冬
季オリンピックのカルガリー周辺の諸
施設を中心に広大なる大地を、そして
ロッキー山脈の東側を北上氷河を眺め
つつ、スケールの大きい大自然の美を
満喫した思い出はありますが、オール
ズカレッジ、アルバータ大学の学術都

市を訪れる事は出来ませんでしたが、
多くの若者が体験学習し、今日酪農経
営に成功しているのを拝見し、頼もし
い事です。異文化との接触、酪農科学
技術を学び、国際的視野に富む人間が
育つ事は、翁の念願であり、その成果
が稔りつつある事にご満足であろうと
推察致します。満足の表情での帰国報
告を拝聴するのが私の楽しみであり、
60年前の渡米当時を懐かしく思い出
させてくれるひとときでもあります。
　40年を機に更なる学術交流、実習
体験、人との温かい交流を通じ翁の期
待に添うべく更なる発展、努力を期待
致して拙文を終えます。感謝。

40周年記念に寄せて

第26回定期総会：設立者  佐藤　貢先生とともに（1998年）
　　　　　　　　　  前列左側から２人目が町村末吉氏　　　　　
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会費・寄付金・助成金

誠にありがとうございました。
感謝を持ってご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

中田　和孝　　長井　信之　　加藤　源祐
佐藤　康彦　　杉本　和彦　　伊藤　　智
加藤　寛治　　安田　　元　　五十嵐広司
泉澤　章彦　　相澤　　親　　池上理麻子
永谷　芳晴　　竹林　佳南　　　　　　� （以上14件）

㈳北海道酪農協会　　北海道ホルスタイン農業協同組合
㈱町村農場　　㈲金川牧場　　雪印メグミルク㈱
雪印種苗㈱　　（公財）酪農学園後援会
学校法人　酪農学園� （以上８件）

2014（平成26）年度会費・寄付金・助成金
� 合計 　1,959,000円

平成27年３月12日現在
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役　職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 高橋はるみ 北海道 知事 継続
顧 問 竹林　　孝 北海道 農政部長 継続
会 長 麻田　信二 学校法人酪農学園 理事長 継続

副 会 長 新 佐藤　　泉 北海道ホルスタイン農業協同組合
学校法人酪農学園

前専務理事
監事 就任　※1

新 川成　眞美 雪印種苗株式会社 代表取締役社長 就任　※2
常任理事 佐々木　均 酪農学園大学　エクステンションセンター 所長 継続

理 事

仙北富志和 学校法人酪農学園 学園長 継続
干場　信司 酪農学園大学 学長 継続

新 福山　二仁 学校法人酪農学園 常務理事 就任
安宅　一夫 酪農学園大学 名誉教授 継続

新 壇辻　雅博 雪印メグミルク株式会社 6／26付酪農総合研究所所長 就任　※3
北　　良治 北海道ホルスタイン農業協同組合 代表理事　組合長 継続
山本　　隆 日本酪農青年研究連盟 委員長 継続
菅沼　英二 酪農学園大学 名誉教授 継続
髙橋　　茂 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 教授 継続

監 事 永田　　享 酪農学園後援会 常務理事 継続
髙橋　　徹 雪印種苗株式会社 経理部次長　兼　経理課長 継続

参 与

小山内　薫 雪印メグミルク株式会社 北海道副本部長 継続
荒木　和秋 酪農学園大学　農食環境学群 学群長 継続
田村　　豊 酪農学園大学　獣医学群 学群長 継続
小宮　道士 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 学類長 継続
石下　真人 酪農学園大学　農食環境学群食と健康学類 学類長 継続
山舗　直子 酪農学園大学　農食環境学群環境共生学類 学類長 継続
竹花　一成 酪農学園大学　獣医学群獣医学類 学類長 継続
北澤多喜雄 酪農学園大学　獣医学群獣医保健看護学類 学類長 継続
野村　　武 酪農学園大学同窓会校友会 会長 継続
堀内　信良 酪農学園大学短期大学部同窓会 会長 継続

事務局長 堂地　　修 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類
酪農学園大学エクステンションセンター

教授
次長（国際交流） 継続

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　2014年度役員（2014年６月24日現在）

第42回定期総会の開催
　2014年６月24日（火）
に、酪農学園本館におい
て第42回定期総会（2014
年度）を開催し、会員、
関係者ら28名の方々にご
出席いただきました。
　定期総会では麻田会長
が挨拶を述べ、次いで北
海道農政部農政課政策調
整担当課長　桑名真人様から来賓のご挨拶を頂いた後、以下の議案がそれぞれ
承認されました。
　定期総会後には、引き続き派遣留学生報告会を行い、2013年度第40回派遣
留学生の竹林佳南さん（酪農学園大学農食環境学群循環農学類３年）と平野美
澄さん（同大農食環境学群環境共生学類３年）が、約１年にわたる留学体験を
報告しました。

　　　退任　顧　問　ホクレン農業協同組合連合会　　　　　　　　　　　　　代表理事会長　佐藤　俊彰
※１　退任　副会長　酪農学園後援会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相談役　金川　幹司
※２　退任　副会長　雪印メグミルク株式会社　取締役常務執行役員（酪農総合研究所長委嘱）　田中二三男
※３　退任　理　事　雪印種苗株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役会長　掛村　博之
　　　退任　参　与　酪農学園大学　環境システム学部　　　　　　　　　　　　　　学部長　金子　正美
　　　退任　参　与　酪農学園大学　酪農学部農業経済学科　　　　　　　　　　　　学科長　丸山　　明

　　　退任　参　与　酪農学園大学　酪農学部食品科学科　　　　　　　　　　　　　学科長　竹田　保之
　　　退任　参　与　酪農学園大学　酪農学部食品流通学科　　　　　　　　　　　　学科長　尾碕　　亨
　　　退任　参　与　酪農学園大学　環境システム学部環境マネジメント学科　　　　学科長　加藤　敏文
　　　退任　参　与　酪農学園大学　環境システム学部地域環境学科　　　　　　　　学科長　遠井　朗子
　　　退任　参　与　酪農学園大学　環境システム学部生命環境学科　　　　　　　　学科長　星野　仏方

おくやみ
　本協会設立時より2007年まで理事を務められた黒澤力太郎氏（97）が2015年3月13日にご逝去されました。協会事務局一同、
ご生前のご功績に深い感謝と尊敬の念をもって、謹んで哀悼の意を表します。


